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 貸借対照表（２０２２年１２月３１日現在）の要旨 

 
（単位：千円） 

科   目 金   額 科   目 金   額 

〔 資産の部 〕 

 

流動資産 

現       金 

預      け     金 

受  取  手  形 

電 子 記 録 債 権 

営  業  未  収 金 

貯      蔵     品 

未   収   金 

前   渡   金 

前   払  費   用 

立   替   金 

貸 倒 引 当 金 

  

固定資産 

有形固定資産 

 車  両  運  搬 具 

 機   械   装   置 

 建             物 

 構      築     物 

 工 具 器 具 備 品 

 土             地 

  

 

無形固定資産 

 権      利     金 

 ソ フ ト ウ ェ ア 

 

投資その他の資産 

 投 資 有 価 証 券 

子 会 社 株 式 

 出      資     金 

 差  入  保  証 金 

 長 期 前 払 費 用 

 そ  の  他  投 資 

 繰 延 税 金 資 産 

 貸  倒  引  当 金 

 

 

〔  17,629,277〕 

 

6,329,720 

1,883  

111,498  

362,076  

339,536  

5,021,437  

25,489  

17,689  

50  

434,661  

21,722  

△6,325 

  

11,299,557 

10,147,278 

2,003,908  

26,572  

1,803,548  

57,627  

109,856  

6,145,764 

 

       

91,668 

76,227  

15,441  

 

1,060,610  

79,796  

10,000  

       287  

243,943  

49,813  

9,183  

668,517  

△932  

  

〔 負債の部 〕 

 

流動負債 

 営  業  未  払  金 

 短  期  借  入  金 

 未     払     金 

 未 払 法 人 税 等 

  未 払 消 費 税 等 

  未   払   費   用 

 前     受     金 

 預     り     金 

 賞  与  引  当  金 

 

固定負債 

  長  期  借  入  金 

  長 期 預 り 金 

  退 職 給 付 引 当 金 

 

 

〔 純資産の部 〕 

株主資本 

資本金 

  資     本     金 

資本剰余金 

  資  本  準  備  金 

 

利益剰余金 

  利  益  準  備  金 

  その他利益剰余金 

   別 途 積 立 金 

   圧 縮 積 立 金 

   繰越利益剰余金 

   (うち当期純損失) 

 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

    〔  12,623,029〕 

 

8,496,554  

3,329,323  

3,024,847  

260,330  

102,151  

885,620  

389,541  

22,350  

260,427  

221,960  

  

4,126,474  

500,000  

93,530  

3,532,944  

  

  

     〔  5,006,248〕 

5,010,570 

410,080  

410,080  

10,763  

10,763  

  

4,589,726  

102,520  

4,487,206  

2,456,322  

1,203,144  

827,739  

(115,847) 

 

△4,321  

△4,321  

 

資 産 合 計 17,629,277  負債・純資産合計 17,629,277  



 

個 別 注 記 表 

 
（重要な会計方針） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

   (１) 子会社株式 

      移動平均法による原価法によっております。 

   (２) その他の有価証券 

     ・時価のあるもの 

      期末日の市場価格等に基づく時価法によっており、評価差額は全部純資産直入法に 

より処理し、売却原価は移動平均法によっております。 

     ・時価のないもの 

      移動平均法による原価法によっております。 

 ２．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    貯蔵品の評価は、移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価 

切り下げの方法により判定）によっております。 

３．固定資産の減価償却の方法 

(１)  有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっております。 

   (２) 無形固定資産（リース資産を除く） 

自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づく定額法によっており 

ます。 

   (３)  リース資産 

       リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 ４．引当金の計上基準 

   (１) 貸倒引当金 

      債権の貸倒損失に備えるため、一般債権は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等につ 

いては、個別に回収可能性を勘案して引当計上しております。 

   (２) 賞与引当金 

      従業員の賞与に備えるため、支給見込額の期間対応額を引当計上しております。 

   (３) 退職給付引当金 

      従業員の退職給付に備えるため、当事業年度に発生していると認められる退職給付

債務額を引当計上しております。 

      数理計算上の差異に係る償却は、平均残存勤務期間による定額法により計上してお

ります。 

 ５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

(１) 消費税の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

ただし、資産に係る控除対象外消費税等は全額費用処理しております。 


